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め1986年度に総合研究（A）により研究および討議を行

いたい．

　3．1986年度にはシンポジウム，小研究集会等を行い，

国際的な作業の進展とも組み合わせてIGBP／Globa1

Changeの具体的な立案への手掛かりとしたい．

　そして，ICSUの国内対応機関である日本学術会議

の中に，IGBPに関する検討組織を設置することがはか

られつつある．
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　以前，文科系の友人からrエネルギー保存則が成り立

っているのなら，なぜエネルギー問題が起こるのか」と

たずねられたことがある．エネルギーが本当に保存して

いるのなら，使っても使ってもなくならないのだから，

エネルギー問題など起こるはずがないのではないかとい

うわけである．このような疑問に答えるためには，エネ

ルギーの質というものを考える必要がある．そこでエネ

ルギーの質を表すめやすとして導入された量が，この本

の題名にある「エクセルギー」である．具体的にはそれ

は，エネルギーのうち仕事に変換でぎる部分として定義

される．例えば熱エネルギーなら，カルノーの定理によ

って仕事に変換できる部分が決まっているが，これを熱

の持つエクセルギーとするのである．

　さて，この本の内容は一言で言えば「エクセルギーの

教科書」である．全体は8章から成る．第1章はエクセ

ルギーの歴史について，第2章から第5章まではさまざ

まな場合についてのエクセルギーが実際にどのように計

算されるかということで，例えぽ熱エクセルギー，混合

エクセルギー，放射エクセルギーなどについて書かれて

いる．特に湿った空気のエクセルギー，太陽放射のエク

セルギーの箇所は，気象をエクセルギー的な視点から見

るのに直接役に立つと思われる．第6章はエクセルギー

の逓減，すなわち使えるエネルギーが使えないエネルギ

ーに変わっていく過程について書かれている．第7章は

エクセルギーの変換，輸送，貯蔵について，第8章は冷

暖房など実生活へのエクセルギーの応用について書かれ

ている．
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　予備知識としては，熱力学の初歩的知識があれば大ま

かな内容の理解には十分だろう．記述も教科書形式で順

を追って丁寧に書いてあるので，エクセルギーについて

勉強したいと思う者にとっては有用な本である．しか

し，エクセルギーの概念を用いると実生活への応用上ど

んな利点があるかについての記述が少ないので，なぜエ

クセルギーなどというものをわざわざ学ぶ必要があるの

かということはこの本では納得しにくい．またそれに関

して少々気になることを言えば，はしがきや第1章のと

ころどころに，伝統的な熱力学の中にエクセルギーと同

値な概念がときどき現れていることを持出して，エクセ

ルギーの正統性（正当性でなく）を主張しているような

箇所があるが，これはどうも説得力に欠ける．それに，

あまり自分で正統性を主張するとかえって人は怪しい目

で見るものである．

　そのことはさておいて，エネルギー問題を初めとする

さまざまな場面で，エクセルギーはこの本にもあるよう

にr有用な概念」であるこ．とは確かだろう．そのエクセ

ルギーの基礎についてこのようにまとまった書物が出版

されたことは，大変結構なことと思う．また，エクセル

ギーの考え方の応用・発展のためには，気象の知識は大

いに必要とされているという印象を受けた．気象の分野

からもエクセルギーに関心を持つ人が増えてくれること

を願う．

　なお，この本は一般書店では取り扱っておらず，直接

下記まで申し込むようになっている．また，一部の大学

生協でも取り扱っているということである．
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